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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芳香族ジカルボン酸と脂肪族及び／又は脂環族のグリコールを構成成分とするポリエス
テルからなるハードセグメントと、脂肪族ポリエーテル、脂肪族ポリエステル及び脂肪族
ポリカーボネートから選ばれる少なくとも１種のソフトセグメントが結合されてなる熱可
塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）１００質量部に対して、グリシジル基含有スチレン系
ポリマー（Ｂ）０．５～５質量部、炭素数３～４０の有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ
）０．１～５質量部、及び（Ｄ）無機結晶核剤０～３質量部を含有してなり、降温結晶化
温度（ＴＣ２）が１７０℃以上かつＤ硬度３５以上であることを特徴とするブロー成形用
ポリエステルエラストマ樹脂組成物。
【請求項２】
　前記熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）が、テレフタル酸、１，４－ブタンジオー
ル及びポリオキシテトラメチレングリコールを主たる成分とする共重合体であって、該ポ
リオキシテトラメチレングリコールの数平均分子量が５００～４０００であり、その共重
合量が熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）を構成する全グリコール成分に対して５～
２０ｍｏｌ％である請求項１に記載のブロー成形用ポリエステルエラストマ樹脂組成物。
【請求項３】
　前記グリシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ）が、グリシジル基含有スチレンアクリ
ル系ポリマーであり、重量平均分子量（Ｍｗ）が１０００以上、エポキシ価が０．５ｍｅ
ｑ／ｇ以上である請求項１又は２に記載のブロー成形用ポリエステルエラストマ樹脂組成



(2) JP 6429005 B2 2018.11.28

10

20

30

40

50

物。
【請求項４】
　前記炭素数３～４０の有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）の有機カルボン酸が、炭素
数３～２０の脂肪族カルボン酸である請求項１～３のいずれかに記載のブロー成形用ポリ
エステルエラストマ樹脂組成物。
【請求項５】
　前記無機結晶核剤（Ｄ）が、タルクである請求項１～４のいずれかに記載のブロー成形
用ポリエステルエラストマ樹脂組成物。
【請求項６】
　前記ポリエステルエラストマ樹脂組成物の２３０℃、２．１６ｋｇ荷重のメルトフロー
レートが、０．１～３．０ｇ／１０ｍｉｎである請求項１～５のいずれかに記載のブロー
成形用ポリエステルエラストマ樹脂組成物。
【請求項７】
　前記ポリエステルエラストマ樹脂組成物の１２０℃デマッチャ破断回数が、３００万回
以上である請求項１～６のいずれかに記載のブロー成形用ポリエステルエラストマ樹脂組
成物。
【請求項８】
　熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）に、増粘剤としてグリシジル基含有スチレン系
ポリマー（Ｂ）を配合し、かつ結晶核剤及び反応触媒として炭素数３～４０の有機カルボ
ン酸アルカリ金属塩（Ｃ）を配合することを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の
ブロー成形用ポリエステルエラストマ樹脂組成物の製造方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブロー成形用ポリエステルエラストマ樹脂組成物に関する。さらに詳しくは
、溶融粘度の安定性、ブロー成形性に優れるのみならず、高温環境下での屈曲疲労性にも
優れるブロー成形用ポリエステルエラストマ樹脂組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱可塑性ポリエステルエラストマは、射出成形性、押出成形性に優れ、機械的強度が高
く、弾性回復性、耐衝撃性、柔軟性などのゴム的性質、耐寒性に優れる材料として、自動
車部品、電気・電子部品、繊維、フィルムなどの用途に使用されている。
【０００３】
　更なる用途の拡大のために、熱可塑性ポリエステルエラストマの特性を増強し、更なる
特性を付加しようと様々な変性やアロイなどが試みられている。
　例えば、特許文献１では、より強靭性を向上させるために、アイオノマ樹脂と無水マレ
イン酸変性芳香族ビニル系共重合体との配合が提案されている。
　また、特許文献２では、成形体に透明性を発現させるために、炭素数３～４０の有機カ
ルボン酸アルカリ金属塩と多官能グリシジル基含有スチレン系ポリマーとを配合すること
が提案されている。
　一方、熱可塑性ポリエステルエラストマは、溶融粘度が低いためブロー成形用には不適
であったが、ポリエポキシ化合物やポリイソシアネート化合物などで増粘する方法が採用
されるようになり、ブロー成形品にも熱可塑性ポリエステルエラストマの特徴を生かして
採用されている（特許文献３、４など）。
【０００４】
　しかしながら、ポリエポキシ化合物やポリイソシアネート化合物などで増粘する場合、
滞留時間の影響を受け、ゲル化物が発生したり、分解物が生成することがある成形加工時
の滞留によって溶融粘度が安定せず、ブロー成形時の肉厚ムラが発生したり、メルトフラ
クチャーによりブロー成形品の内面が荒れる場合があり、改善が望まれていた。
【０００５】
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　ところで、特許文献２においては、低い硬度の熱可塑性ポリエステルエラストマでは良
好な透明性が発現されるものの、高い硬度の熱可塑性ポリエステルエラストマでは透明性
の発現が劣る場合がある。特許文献２には、高い硬度の熱可塑性ポリエステルエラストマ
で、ブロー成形品等の不透明な成形品分野での応用については何の示唆もない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－２３４０４２号公報
【特許文献２】国際公開２０１３／１５７５９３号パンフレット
【特許文献３】特許第２７８２７７３号公報
【特許文献４】特許第３７１４７４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、複数のグリシジル基を有する反応性物質を配合した増粘樹脂組成物に
おいて、成形加工時の滞留による溶融粘度の不安定性、それに起因するブロー成形品の肉
厚ムラ、メルトフラクチャーによるブロー成形品の内面不良、ゲル化物の発生などの問題
を改善できる成形性に優れた熱可塑性ポリエステルエラストマ組成物を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、有機カルボン酸アルカリ金属塩とグリシジル基含有スチレン系ポリマーと
の組み合わせが、少量の配合で成形性の向上や溶融粘度の増加に寄与することを見出して
本発明に到達したのである。
　即ち本発明は、以下の通りである。
【０００９】
［１］　芳香族ジカルボン酸と脂肪族及び／又は脂環族のグリコールを構成成分とするポ
リエステルからなるハードセグメントと、脂肪族ポリエーテル、脂肪族ポリエステル及び
脂肪族ポリカーボネートから選ばれる少なくとも１種のソフトセグメントが結合されてな
る熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）１００質量部に対して、グリシジル基含有スチ
レン系ポリマー（Ｂ）０．５～５質量部、炭素数３～４０の有機カルボン酸アルカリ金属
塩（Ｃ）０．１～５質量部、及び（Ｄ）無機結晶核剤０～３質量部を含有してなり、降温
結晶化温度（ＴＣ２）が１７０℃以上かつＤ硬度３５以上であることを特徴とするブロー
成形用ポリエステルエラストマ樹脂組成物。
［２］　前記熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）が、テレフタル酸、１，４－ブタン
ジオール及びポリオキシテトラメチレングリコールを主たる成分とする共重合体であって
、該ポリオキシテトラメチレングリコールの数平均分子量が５００～４０００であり、そ
の共重合量が熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）を構成する全グリコール成分に対し
て５～２０ｍｏｌ％である［１］に記載のブロー成形用ポリエステルエラストマ樹脂組成
物。
［３］　前記グリシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ）が、グリシジル基含有スチレン
アクリル系ポリマーであり、重量平均分子量（Ｍｗ）が１０００以上、エポキシ価が０．
５ｍｅｑ／ｇ以上である［１］又は［２］に記載のブロー成形用ポリエステルエラストマ
樹脂組成物。
［４］　前記炭素数３～４０の有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）の有機カルボン酸が
、炭素数３～２０の脂肪族カルボン酸である［１］～［３］のいずれかに記載のブロー成
形用ポリエステルエラストマ樹脂組成物。
［５］　前記無機結晶核剤（Ｄ）が、タルクである［１］～［４］のいずれかに記載のブ
ロー成形用ポリエステルエラストマ樹脂組成物。
［６］　前記ポリエステルエラストマ樹脂組成物の２３０℃、２．１６ｋｇ荷重のメルト
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フローレートが、０．１～３．０ｇ／１０ｍｉｎである［１］～［５］のいずれかに記載
のブロー成形用ポリエステルエラストマ樹脂組成物。
［７］　前記ポリエステルエラストマ樹脂組成物の１２０℃デマッチャ破断回数が、３０
０万回以上である［１］～［６］のいずれかに記載のブロー成形用ポリエステルエラスト
マ樹脂組成物。
［８］　熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）に、増粘剤としてグリシジル基含有スチ
レン系ポリマー（Ｂ）を配合し、かつ結晶核剤及び反応触媒として炭素数３～４０の有機
カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）を配合することを特徴とするブロー成形用ポリエステル
エラストマ樹脂組成物の製造方法。
【発明の効果】
【００１０】
　高い溶融粘度でありながら、結晶化速度の低下が抑制できるため、ブロー成形時の成形
加工性に優れる。つまり、ブロー成形品の肉厚ムラ、メルトフラクチャーによるブロー成
形品の内面不良、ゲル化物の発生などの問題を改善できる。また、得られた成形品の屈曲
疲労性にも優れる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
［熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）］
　本発明で使用する熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）は、芳香族ジカルボン酸と脂
肪族及び／又は脂環族のグリコールを構成成分とするポリエステルからなるハードセグメ
ントと、脂肪族ポリエーテル、脂肪族ポリエステル及び脂肪族ポリカーボネートから選ば
れる少なくとも１種のソフトセグメントが結合されてなる熱可塑性ポリエステルエラスト
マである。
【００１２】
　本発明で使用する熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）において、ハードセグメント
のポリエステルを構成する芳香族ジカルボン酸は、通常の芳香族ジカルボン酸が広く用い
られ、特に限定されないが、主たる芳香族ジカルボン酸としてはテレフタル酸又はナフタ
レンジカルボン酸であることが望ましい。ナフタレンジカルボン酸は、存在する異性体構
造のうち、２，６－ナフタレンジカルボン酸が好ましい。その他の酸成分としては、ジフ
ェニルジカルボン酸、イソフタル酸、５－ナトリウムスルホイソフタル酸などの芳香族ジ
カルボン酸、シクロヘキサンジカルボン酸、テトラヒドロ無水フタル酸などの脂環族ジカ
ルボン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデカン二
酸、ダイマー酸、水添ダイマー酸などの脂肪族ジカルボン酸などが挙げられる。これらは
熱可塑性ポリエステルエラストマの融点を大きく低下させない範囲で用いられ、その量は
全酸成分の３０モル％未満が好ましく、より好ましくは２０モル％未満である。
【００１３】
　また、本発明で使用する熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）において、ハードセグ
メントのポリエステルを構成する脂肪族又は脂環族グリコールは、一般の脂肪族又は脂環
族グリコールが広く用いられ、特に限定されないが、主として炭素数２～８のアルキレン
グリコール類であることが望ましい。具体的にはエチレングリコール、１，３－プロピレ
ングリコール、１，４－ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，４－シクロヘ
キサンジメタノールなどが挙げられる。これらの中でも、耐熱性を付与する上でエチレン
グリコール、１，４－ブタンジオールのいずれかであることが好ましい。
【００１４】
　上記のハードセグメントのポリエステルを構成する成分としては、ブチレンテレフタレ
ート単位あるいはブチレンナフタレート単位よりなるものが物性、成形性、コストパフォ
ーマンスの点より好ましい。
【００１５】
　また、本発明で使用する熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）におけるハードセグメ
ントを構成するポリエステルとして好適な芳香族ポリエステルは、通常のポリエステルの
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製造法に従って容易に得ることができる。また、かかるポリエステルは、数平均分子量１
００００～４００００を有しているものが望ましい。
【００１６】
　本発明に用いられる熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）のソフトセグメントは、脂
肪族ポリエーテル、脂肪族ポリエステル、脂肪族ポリカーボネートから選ばれる少なくと
も１種である。脂肪族ポリエーテルとしては、ポリオキシエチレングリコール、ポリオキ
シプロピレングリコール、ポリオキシテトラメチレングリコール、ポリオキシヘキサメチ
レングリコール、ポリオキシトリメチレングリコール、エチレンオキシドとプロピレンオ
キシドの共重合体、ポリオキシエチレングリコールのエチレンオキシド付加物、エチレン
オキシドとテトラヒドロフランの共重合体などが挙げられる。
　また、脂肪族ポリエステルとしては、ポリ（ε－カプロラクトン）、ポリエナントラク
トン、ポリカプリロラクトン、ポリブチレンアジペートなどが挙げられる。
【００１７】
　また、脂肪族ポリカーボネートは、主として炭素数２～１２の脂肪族ジオール残基から
なるものであることが好ましい。これらの脂肪族ジオールとしては、例えば、エチレング
リコール、１，３－プロピレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタン
ジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，８－オクタンジオール、２，２－ジメチル－
１，３－プロパンジオール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、２，４－ジエチル
－１，５－ペンタンジオール、１，９－ノナンジオール、２－メチル－１，８－オクタン
ジオールなどが挙げられる。特に、得られる熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）の柔
軟性や低温特性の点より炭素数５～１２の脂肪族ジオールが好ましい。これらの成分は、
以下に説明する事例に基づき、単独で用いてもよいし、必要に応じて２種以上を併用して
もよい。
【００１８】
　本発明において、使用可能な熱可塑性ポリエステルエラストマのソフトセグメントを構
成する、低温特性が良好な脂肪族ポリカーボネートジオールとしては、融点が低く（例え
ば、７０℃以下）かつ、ガラス転移温度が低いものが好ましい。一般に、熱可塑性ポリエ
ステルエラストマのソフトセグメントを形成するのに用いられる１，６－ヘキサンジオー
ルからなる脂肪族ポリカーボネートジオールは、ガラス転移温度が－６０℃前後と低く、
融点も５０℃前後となるため、低温特性が良好なものとなる。その他にも、上記脂肪族ポ
リカーボネートジオールに、例えば、３－メチル－１，５－ペンタンジオールを適当量共
重合して得られる脂肪族ポリカーボネートジオールは、元の脂肪族ポリカーボネートジオ
ールに対してガラス転移点が若干高くなるものの、融点が低下もしくは非晶性となるため
、低温特性が良好な脂肪族ポリカーボネートジオールに相当する。また、例えば、１，９
－ノナンジオールと２－メチル－１，８－オクタンジオールからなる脂肪族ポリカーボネ
ートジオールは融点が３０℃程度、ガラス転移温度が－７０℃前後と十分に低いため、低
温特性が良好な脂肪族ポリカーボネートジオールに相当する。
【００１９】
　本発明に用いる熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）は、経済性、耐熱性、耐寒性の
理由から、テレフタル酸、１，４－ブタンジオール、及びポリオキシテトラメチレングリ
コールを主たる成分とする共重合体であることが好ましい。熱可塑性ポリエステルエラス
トマ（Ａ）を構成するジカルボン酸成分中、テレフタル酸が４０モル％以上であることが
好ましく、７０モル％以上であることがより好ましく、８０モル％以上であることがさら
に好ましく、９０モル％以上であることが特に好ましい。熱可塑性ポリエステルエラスト
マ（Ａ）を構成するグリコール成分中、１，４－ブタンジオールとポリオキシテトラメチ
レングリコールの合計が４０モル％以上であることが好ましく、７０モル％以上であるこ
とがより好ましく、８０モル％以上であることがさらに好ましく、９０モル％以上である
ことが特に好ましい。
【００２０】
　前記ポリオキシテトラメチレングリコールの数平均分子量が５００～４０００であるこ
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とが好ましい。数平均分子量が５００未満であると、エラストマ特性を発現しづらくなる
ことがある。一方、数平均分子量が４０００を超えると、熱可塑性ポリエステルエラスト
マ（Ａ）のハードセグメントを構成するポリエステル部分との相溶性が低下し、ブロック
状に共重合することが難しくなる場合がある。ポリオキシテトラメチレングリコールの数
平均分子量は、８００以上３０００以下であることがより好ましく、１０００以上２５０
０以下がさらに好ましい。
【００２１】
　前記ポリオキシテトラメチレングリコールの共重合量は、熱可塑性ポリエステルエラス
トマ（Ａ）を構成する全グリコール成分に対して５～２０モル％であることが好ましい。
ポリオキシテトラメチレングリコールは、全グリコール成分に対して７モル％以上１８モ
ル％以下であることがより好ましく、８モル％以上１５モル％以下がさらに好ましい。
【００２２】
　本発明で使用する熱可塑性ポリエステルエラストマにおいて、ハードセグメントを構成
する結晶性ポリエステルとソフトセグメントを構成する脂肪族ポリエーテル、脂肪族ポリ
エステル及び脂肪族ポリカーボネートから選ばれる少なくとも１種との質量部比は、好ま
しくは、ハードセグメント：ソフトセグメント＝３０：７０～９５：５であり、より好ま
しくは４０：６０～９０：１０、さらに好ましくは４５：５５～８７：１３、特に好まし
くは５０：５０～８５：１５の範囲である。
【００２３】
　本発明に用いる熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）は、常温流通可能なように、融
点１５０℃以上２３０℃以下の結晶性ポリエステルであることが好ましい。熱可塑性ポリ
エステルエラストマ（Ａ）の融点は、１８０～２２０℃であることがより好ましい。融点
１５０℃未満では、自動車・家電用としての耐熱特性を満たすことが困難であり、２３０
℃超の融点では、ポリエステルエラストマとしての結晶性が高く、十分な屈曲疲労性が得
られないことがある。
【００２４】
　本発明に用いる熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）の還元粘度は、後記する測定方
法で測定した場合、０．５０ｄｌ／ｇ以上３．５０ｄｌ／ｇ以下であることが好ましい。
０．５０ｄｌ／ｇ未満では、樹脂としての耐久性が低く、３．５０ｄｌ／ｇを超えると、
射出成形などの加工性が不十分になる可能性がある。熱可塑性ポリエステルエラストマ（
Ａ）の還元粘度は、１．００ｄｌ／ｇ以上３．００ｄｌ／ｇ以下であることがより好まし
く、１．５０ｄｌ／ｇ以上２．８０ｄｌ／ｇ以下であることがさらに好ましい。また、酸
価は２００ｅｑ／ｔ以下が好ましい。後記するグリシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ
）を樹脂組成物に含有するので、混合時のゲル化を避けるために、５０ｅｑ／ｔ以下が特
に好ましい。
【００２５】
　本発明で使用する熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）は、表面硬度がＤ硬度（ＪＩ
Ｓ　Ｋ７２１５）で３５以上であることが好ましく、より好ましくは３８以上、さらに好
ましくは４０以上である。Ｄ硬度が３５未満であると、熱可塑性ポリエステルエラストマ
（Ａ）を用いた組成物の成形性の改善効果が小さく、成形品の屈曲疲労性の改善効果も低
くなることがある。表面硬度の上限は、特に限定されないが、熱可塑性ポリエステルエラ
ストマの特性上、６０程度である。
【００２６】
　本発明に用いられる熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）は、公知の方法で製造する
ことができる。例えば、ジカルボン酸の低級アルコールジエステル、過剰量の低分子量グ
リコール、およびソフトセグメント成分を触媒の存在下エステル交換反応せしめ、得られ
る反応生成物を重縮合する方法、あるいはジカルボン酸と過剰量のグリコールおよびソフ
トセグメント成分を触媒の存在下エステル化反応せしめ、得られる反応生成物を重縮合す
る方法、また、あらかじめハードセグメントを作っておき、これにソフトセグメント成分
を添加してエステル交換反応によりランダム化せしめる方法、ハードセグメントとソフト
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セグメントを鎖連結剤でつなぐ方法、さらにポリ（ε－カプロラクトン）をソフトセグメ
ントに用いる場合は、ハードセグメントにε－カプロラクトンモノマを付加反応させるな
ど、いずれの方法をとってもよい。
【００２７】
［グリシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ）］
　本発明に用いるグリシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ）は、グリシジル基含有不飽
和単量体とビニル芳香族系単量体をモノマー成分として含む共重合体であり、熱可塑性ポ
リエステルエラストマ（Ａ）との相溶性が良いものが好ましい。グリシジル基含有スチレ
ン系ポリマー（Ｂ）の重量平均分子量（Ｍｗ）は１０００以上、エポキシ価は０．５ｍｅ
ｑ／ｇ以上のものが好ましく、重量平均分子量（Ｍｗ）は１０００～５００００、エポキ
シ価は０．５～３ｍｅｑ／ｇのものがより好ましい。
【００２８】
　グリシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ）としては、グリシジル基含有不飽和単量体
とビニル芳香族系単量体との共重合体が好ましい。
　グリシジル基含有不飽和単量体としては、不飽和カルボン酸グリシジルエステル、不飽
和グリシジルエーテルなどであり、不飽和カルボン酸グリシジルエステルとしては、例え
ばアクリル酸グルシジル、メタクリル酸グリシジル、イタコン酸モノグリシジルエステル
などを挙げることができるが、メタクリル酸グリシジルが好ましい。
　不飽和グリシジルエーテルとしては、例えばビニルグリシジルエーテル、アリルグリシ
ジルエーテル、２－メチルアリルグリシジルエーテル、メタクリルグリシジルエーテルな
どが挙げられるが、メタクリルグリシジルエーテルが好ましい。
　ビニル芳香族系単量体としては、スチレン、メチルスチレン、ジメチルスチレン、エチ
ルスチレンなどのスチレン系単量体が挙げられるが、スチレンが好ましい。
【００２９】
　熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）との相溶性を損なわない範囲で、アクリル酸も
しくはメタクリル酸の炭素数１～７のアルキルエステル、例えば（メタ）アクリル酸のメ
チル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチルエステルなどの（メタ）アクリル酸エス
テル単量体、（メタ）アクリルニトリル単量体、酢酸ビニル、プロピル酸ビニルなどのビ
ニルエステル単量体、（メタ）アクリルアミド単量体、無水マレイン酸、マレイン酸のモ
ノエステル、ジエステルなどの単量体などが共重合されていてもよい。しかしながらエチ
レン、プロピレン、ブテン－１などのα－オレフィン類は、ポリエーテルエステルブロッ
ク共重合体（Ａ）との相溶性が損なわれる傾向があるため、共重合されないものの方が好
ましい。
【００３０】
　グリシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ）としては、グリシジル基含有スチレンアク
リル系ポリマーであり、重量平均分子量（Ｍｗ）が１０００以上、エポキシ価が０．５ｍ
ｅｑ／ｇ以上であることが好ましい。
　このとき、重量平均分子量（Ｍｗ）は、５０００以上であることがより好ましく、８０
００以上であることがさらに好ましく、９０００以上であることが特に好ましい。重量平
均分子量（Ｍｗ）が１０００未満だと、１分子あたりのグリシジル基が少なくなり、増粘
効果が低くなるおそれがある。重量平均分子量（Ｍｗ）は、熱可塑性ポリエステルエラス
トマ（Ａ）との相溶性の理由より５００００以下であることが好ましく、２００００以下
であることがより好ましく、１５０００以下であることがさらに好ましい。またエポキシ
価は０．６ｍｅｑ／ｇ以上であることがより好ましく１ｍｅｑ／ｇ以上であることがさら
に好ましい。エポキシ価が０．５ｍｅｑ／ｇ未満だと増粘効果が低くなるおそれがある。
エポキシ価は、熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）との過剰反応によるゲル化物発生
抑制の理由より、３ｍｅｑ／ｇ以下であることが好ましい。
　このようなエポキシ価を満たすためには、グリシジル基含有不飽和単量体とビニル芳香
族系単量体との共重合の割合は、グリシジル基含有不飽和単量体の共重合量が、好ましく
は１～３０質量％であり、より好ましくは２～２０質量％である。グリシジル基含有不飽
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和単量体の共重合量が１質量％未満では増粘効果が少なく、十分な屈曲疲労性が得られな
い傾向があり、３０質量％を超えると樹脂組成物としての安定性が損なわれる恐れがある
。
【００３１】
　本発明の樹脂組成物における熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）とグリシジル基含
有スチレン系ポリマー（Ｂ）の配合比（含有比）は、質量比で（Ａ）／（Ｂ）＝１００／
０．５～５である。グリシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ）が、５質量部より多いと
、熱可塑性ポリエステルエラストマとの反応によりゲル化を引き起こす可能性がある。ま
た、グリシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ）が０．５質量部未満であると、増粘効果
が低くなるため好ましくない。
【００３２】
［炭素数３～４０の有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）］
　本発明に用いる炭素数３～４０の有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）とは、炭素数３
～４０の脂肪族、脂環族または芳香族のカルボン酸のアルカリ金属塩である。アルカリ金
属としては、ナトリウム、カリウム、リチウムが好ましく、特に好ましくはナトリウムで
ある。
　脂肪族カルボン酸とは、直鎖または分岐した脂肪族基にカルボキシル基が付いた化合物
であり、結合の一部に、不飽和基、脂環族基、芳香族基あるいは水酸基、リン酸エステル
基などのその他の置換基を有していても良い。脂肪族カルボン酸としては、直鎖の飽和脂
肪族基にカルボキシル基が付いた化合物であることがより好ましい。
【００３３】
　脂肪族カルボン酸の中で、プロピオン酸、吉草酸、カプロン酸、エナント酸、カプリル
酸、ペラルゴン酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミスチリン酸、パルミチン酸、マルガリン
酸、ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、モンタン酸などが好ましく、アルカリ金属
塩の中では、ナトリウム塩がポリエステルエラストマに対する溶解性、良結晶核形成性の
点、さらには前記熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）と前記グリシジル基含有スチレ
ン系ポリマー（Ｂ）との反応触媒となり、溶融粘度の安定性を高める点で好ましい。
【００３４】
　炭素数３～４０の有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）の有機カルボン酸は融解性、熱
可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）との相溶性の観点より、炭素数３～２０の脂肪族カ
ルボン酸であることが好ましい。
　これらの中でも、炭素数が１４未満の脂肪族カルボン酸金属塩は、少量の配合で結晶化
速度を向上させることができる点で好ましい。
【００３５】
　本発明に用いる炭素数３～４０の有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）の配合量（含有
量）は、熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）に対して、質量比で（Ａ）／（Ｃ）＝１
００／０．１～５である。有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）が０．１質量部未満の場
合、結晶化速度を向上させる効果が低く、得られる成形品の内面平滑性が劣る傾向がある
。また、有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）を、５質量部を超えて配合した場合、金属
塩による熱可塑性ポリエステルエラストマの分解が著しくなり屈曲疲労性が低下するため
好ましくない。有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）の配合量は、熱可塑性ポリエステル
エラストマ（Ａ）１００質量部に対して、０．２～３質量部であることが好ましい。有機
カルボン酸アルカリ金属塩の配合量は、０．３～２質量部であることがより好ましく、０
．５～１．５質量部であることがさらに好ましい。
【００３６】
［無機結晶核剤（Ｄ）］
　本発明に用いる無機結晶核剤（Ｄ）は、溶融加工時に未溶融であり、冷却過程において
結晶の核となり得るものであれば、特に限定されないが、中でもタルク、炭酸カルシウム
が特に好ましい。結晶核剤（Ｄ）の粒子径は０．１～１０μｍ好ましく、０．５～６μｍ
が更に好ましい。粒子径が１０μｍを超える場合は、異物として作用し屈曲疲労性を低下
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させるおそれがある。結晶核剤（Ｄ）の配合量（含有量）は、熱可塑性ポリエステルエラ
ストマ（Ａ）１００質量部に対して０～３．０質量部である。３．０質量部を超えると屈
曲疲労性を低下させるため好ましくない。
　本発明において、無機結晶核剤（Ｄ）は任意成分であるが、無機結晶核剤（Ｄ）を配合
することにより、溶融粘度を損なうことなく外観を向上できると言う利点がある。無機結
晶核剤（Ｄ）を配合する場合、熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）１００質量部に対
して、０．２～２．０質量部であることが好ましい。
【００３７】
　本発明のポリエステルエラストマ樹脂組成物は、降温結晶化温度（ＴＣ２）が１７０℃
以上であることが必要であり、好ましくは１７５以上、より好ましくは１８０℃以上であ
る。本発明において、降温結晶化温度（ＴＣ２）は、示差走査熱量分析計を用いて、試料
を窒素中にて２５０℃で２分間溶融した後、降温速度２０℃／分で５０℃まで降温した際
に得られる降温結晶化の発熱ピーク温度を指す。降温結晶化温度（ＴＣ２）が１７０℃未
満であると、結晶化速度が遅すぎるため、成形品の肉厚ムラ、メルトフラクチャーによる
ブロー成形品の内面不良などが発生しやすくなる。降温結晶化温度（ＴＣ２）の上限とし
ては、特に限定されないが、２００℃以下であることが好ましい。
【００３８】
　本発明のポリエステルエラストマ樹脂組成物は、表面硬度がＤ硬度（ＪＩＳ　Ｋ７２１
５）で３５以上である必要がある。好ましくは３８以上、より好ましくは４０以上である
。Ｄ硬度が３５未満であると、得られる成形性の改善効果が小さく、成形品の屈曲疲労性
の改善効果も低くなる。表面硬度の上限は、特に限定されないが、用いる熱可塑性ポリエ
ステルエラストマの特性上、６０程度である。
【００３９】
　本発明の樹脂組成物には、芳香族アミン系、ヒンダードフェノール系、リン系、硫黄系
などの汎用の酸化防止剤を配合することが好ましい。
　本発明の樹脂組成物に用いられる芳香族アミン系酸化防止剤の具体例としては、フェニ
ルナフチルアミン、４，４’－ジメトキシジフェニルアミン、４，４’－ビス（α，α－
ジメチルベンジル）ジフェニルアミン、および４－イソプロポキシジフェニルアミンなど
が挙げられる。
【００４０】
　ヒンダードフェノール系酸化防止剤としては、例えば、２，４－ジメチル－６－ｔ－ブ
チルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－ｐ－ク
レゾール、ヒドロキシメチル－２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール、２，６－ジ－ｔ－α
－ジメチルアミノ－ｐ－クレゾール、２，５－ジ－ｔ－ブチル－４－エチルフェノール、
４，４’－ビス（２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、２，２’－メチレン－ビス－４
－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール、２，２’－メチレン－ビス（４－エチル－６－ｔ
－ブチルフェノール）、４，４’－メチレン－ビス（６－ｔ－ブチル－ｏ－クレゾール）
、４，４’－メチレン－ビス（２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、２，２’－メチレ
ン－ビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）、４，４’－ブチリデン－ビス
（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、４，４’－チオビス（６－ｔ－ブチル－３
－メチルフェノール）、ビス（３－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルベンジル）
スルフィド、４，４’－チオビス（６－ｔ－ブチル－ｏ－クレゾール）、２，２’－チオ
ビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、２，６－ビス（２’－ヒドロキシ－３
’－ｔ－ブチル－５’－メチルベンジル）－４－メチルフェノール、３，５－ジ－ｔ－ブ
チル－４－ヒドロキシベンゼンスルホン酸のジエチルエステル、２，２’－ジヒドロキシ
－３，３’－ジ（α－メチルシクロヘキシル）－５，５’－ジメチル－ジフェニルメタン
、α－オクタデシル－３（３’，５’－ジ－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオネート、６－（ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルアニリノ）－２，４－ビス－
オクチル－チオ－１，３，５－トリアジン、ヘキサメチレングリコール－ビス［β－（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェノール）プロピオネート］、Ｎ，Ｎ’－ヘキ
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サメチレン－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロ桂皮酸アミド）、２
，２－チオ［ジエチル－ビス－３（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）
プロピオネート］、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゼンホスホン酸のジオ
クタデシルエステル、テトラキス［メチレン－３（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロ
キシフェニル）プロピオネート］メタン、１，３，５－トリメチル－２，４，６－トリス
（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、１，１，３－トリス（
２－メチル－４－ヒドロキシ－５－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ブタン、トリス（３，５－
ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）イソシアヌレート、トリス［β－（３，５－
ジ－ｔ－ブチル－４ヒドロキシフェニル）プロピオニル－オキシエチル］イソシアヌレー
トなどが挙げられる。これらの中でも特にテトラキス［メチレン－３（３，５－ジ－ｔ－
ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］メタンのような分子量が５００以上
のものが、高温雰囲気下で揮散しにくいことから好ましい。
【００４１】
　リン系酸化防止剤としては、リン酸、亜リン酸、次亜リン酸誘導体、フェニルホスホン
酸、ポリホスホネート、ジホスファイト系化合物などのリンを含む化合物が挙げられる。
具体例としては、トリフェニルホスファイト、ジフェニルデシルホスファイト、フェニル
ジイソデシルホスファイト、トリ（ノニルフェニル）ホスファイト、ビス（２，４－ジ－
ｔ－ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，６－ジ－ｔ－ブ
チル－４－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト等が挙げられる。
【００４２】
　硫黄系酸化防止剤としては、チオエーテル系、ジチオ酸塩系、メルカプトベンズイミダ
ゾール系、チオカルバニリド系、チオジプロピオンエステル系などの硫黄を含む化合物が
挙げられる。具体例としては、ジラウリルチオジプロピオネート、ジステアリルチオジプ
ロピオネート、ジドデシルチオジプロピオネート、ジテトラデシルチオジプロピオネート
、ジオクタデシルチオジプロピオネート、ペンタエリスリトールテトラキス（３－ドデシ
ルチオプロピオネート）、チオビス（Ｎ－フェニル－β－ナフチルアミン）、２－メルカ
プトベンゾチアゾール、２－メルカプトベンゾイミダゾール、テトラメチルチウラムモノ
サルファイド、テトラメチルチウラムジサルファイド、ニッケルジブチルジチオカルバメ
ート、ニッケルイソプロピルキサンテート、トリラウリルトリチオホスファイト等が挙げ
られる。特に、チオエーテル構造を有するチオエーテル系酸化防止剤は、酸化された物質
から酸素を受け取って還元するため、好適に使用することが出来る。
【００４３】
　上記の各酸化防止剤の配合量は、いずれも熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）１０
０質量部に対し、好ましくは０．０１～３質量部、より好ましくは０．０５～２質量部、
さらに好ましくは０．１～１質量部である。
【００４４】
　本発明に用いるポリエステルエラストマ樹脂組成物の組成、及び組成比を決定する方法
としては、試料を重クロロホルム等の溶剤に溶解して測定する１Ｈ－ＮＭＲのプロトン積
分比から算出することも可能である。
【００４５】
　本発明における熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）の製造方法としては、公知の方
法（特開平９－５９４９１号公報、特開平１０－１８２９５４号公報、特許第４２４４０
６７号など）を採用することができるが、例えば、上記のジカルボン酸及びジオール成分
を１５０～２５０℃でエステル化反応後、減圧しながら２３０～３００℃で重縮合するこ
とにより、目的の熱可塑性ポリエステルエラストマを得ることができる。あるいは、上記
のジカルボン酸のジメチルエステル等の誘導体とジオール成分を用いて１５０～２５０℃
でエステル交換反応後、減圧しながら２３０～３００℃で重縮合することにより、目的の
熱可塑性ポリエステルエラストマを得ることができる。
【００４６】
　さらに本発明の樹脂組成物に耐候性を必要とする場合は、紫外線吸収剤および／または
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ヒンダードアミン系化合物を添加することが好ましい。例えば、本発明に用いられるポリ
エステル系熱可塑性エラストマに配合することができるベンゾフェノン系、ベンゾトリア
ゾール系、トリアゾール系、ニッケル系、サリチル系光安定剤としては、２，２’－ジヒ
ドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクトキシベンゾフ
ェノン、ｐ－ｔ－ブチルフェニルサリシレート、２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル－３，
５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メ
チルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－ア
ミル－フェニル）ベンゾトリアゾール、２－〔２’－ヒドロキシ－３’、５’－ビス（α
，α－ジメチルベンジルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’
－ｔ－ブチル－５’－メチルフェニル）－５－クロロベンアゾトリアゾール、２－（２’
－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－５－クロロベンゾチリアゾール
、２，５－ビス－〔５’－ｔ－ブチルベンゾキサゾリル－（２）〕－チオフェン、ビス（
３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル燐酸モノエチルエステル）ニッケル塩
、２－エトキシ－５－ｔ－ブチル－２’－エチルオキサリックアシッド－ビス－アニリド
８５～９０％と２－エトキシ－５－ｔ－ブチル－２’－エチル－４’－ｔ－ブチルオキサ
リックアシッド－ビス－アニリド１０～１５％の混合物、２－〔２－ヒドロキシ－３，５
－ビス（α，α－ジメチルベンジル）フェニル〕－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－エト
キシ－２’－エチルオキサザリックアシッドビスアニリド、２－〔２’－ヒドロオキシ－
５’－メチル－３’－（３’’，４’’，５’’，６’’－テトラヒドロフタルイミド－
メチル）フェニル〕ベンゾトリアゾール、ビス（５－ベンゾイル－４－ヒドロキシ－２－
メトキシフェニル）メタン、２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔ－オクチルフェニル）ベ
ンゾトリアゾール、２－ヒドロキシ－４－ｉ－オクトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキ
シ－４－ドデシルオキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクタデシルオキシベン
ゾフェノン、サリチル酸フェニルなどの光安定剤を挙げることができる。添加量は、樹脂
組成物の質量基準で、０．１％以上５％以下が好ましい。
【００４７】
　本発明の樹脂組成物には、その他各種の添加剤を配合することができる。添加剤として
は、本発明以外の樹脂、無機フィラー、安定剤、及び老化防止剤を熱可塑性エラストマへ
の添加剤として広く用いられているものを本発明の特徴を損なわない範囲で添加すること
ができる。
【００４８】
　また、その他の添加剤として、離型剤、着色顔料、無機、有機系の充填剤、カップリン
グ剤、タック性向上剤、クエンチャー、金属不活性化剤等の安定剤、難燃剤等を添加する
こともできる。
　本発明の樹脂組成物は、熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）、グリシジル基含有ス
チレン系ポリマー（Ｂ）、炭素数３～４０の有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）及び無
機結晶核剤（Ｄ）の合計（ただし、（Ｄ）成分は、０でも良い）で、８０質量％以上を占
めることが好ましい。（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）の合計で、９０質量％以上がより
好ましく、９５質量％以上がさらに好ましい。
【００４９】
　本発明の樹脂組成物の製造方法としては、熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）とグ
リシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ）と炭素数３～４０の有機カルボン酸アルカリ金
属塩（Ｃ）とその他の任意成分を、単軸もしくは二軸のスクリュー式溶融混錬機、または
、ニーダー式加熱機に代表される通常の熱可塑性樹脂の混合機を用いて溶融混練し、引き
続き造粒工程によりペレット化する。
【００５０】
　本発明のポリエステルエラストマ樹脂組成物は、２３０℃、２．１６ｋｇ荷重のメルト
フローレートが、０．１～３．０ｇ／１０ｍｉｎであるという特徴を有する。これにより
、ブロー成形用に適したものとなる。
　また、本発明のポリエステルエラストマ樹脂組成物は、下記実施例の項に記載の屈曲疲
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労性試験において、１２０℃デマッチャ破断回数が、３００万回以上であるという特徴を
有する。
【実施例】
【００５１】
　本発明をさらに詳細に説明するために以下に実施例を挙げるが、本発明は実施例によっ
て何ら限定されるものではない。尚、実施例に記載された各測定値は、次の方法によって
測定したものである。
【００５２】
降温結晶化温度（ＴＣ２）、融点：
　セイコー電子工業株式会社製の示差走査熱量分析計「ＤＳＣ２２０型」にて、測定試料
５ｍｇをアルミパンに入れ、蓋を押さえて密封し、窒素中にて２５０℃で２分間溶融した
後降温速度２０℃／分で５０℃まで降温した際に得られた降温結晶化の発熱ピーク温度を
降温結晶化温度（ＴＣ２）とした。また、上記の測定試料において、５０℃から２５０℃
まで２０℃／分で昇温し、得られたサーモグラム曲線から融解による、吸熱ピークを融点
とした。
【００５３】
還元粘度：
　充分乾燥したポリエステル樹脂０．０２ｇをフェノール／テトラクロロエタン（質量比
６／４）の混合溶媒１０ｍｌに溶解し、ウベローゼ粘度計にて３０℃で測定した。
酸価：
　試料０．２ｇを精秤し２０ｍｌのクロロホルムに溶解し、０．０１Ｎの水酸化カリウム
（エタノール溶液）で滴定して求めた。指示薬にはフェノールフタレインを用いた。
表面硬度：
　ＪＩＳ　Ｋ７２１５（－１９８６）に準じて測定した。試験片は、シリンダー温度２４
０℃、金型温度５０℃にて作製した射出成形品（長さ１００ｍｍ、幅１００ｍｍ、厚み２
ｍｍ）を３枚重ねたものを使用し、測定圧５０００ｇ、タイプＤの圧子を用いたデュロメ
ーターにより測定し、測定開始５秒後の値をＤ硬度とした。
【００５４】
　原料として、以下のものを用いた。
［熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ）］
Ａ１：
　特開平９－５９４９１号公報に記載の方法により、テレフタル酸／１，４－ブタンジオ
ール／ポリオキシテトラメチレングリコール（ＰＴＭＧ；数平均分子量２０００）が１０
０／９０／１０モル％の熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ１）を製造した。
　このポリエステルエラストマ（Ａ１）の融点は２０５℃、還元粘度は２．１５ｄｌ／ｇ
、酸価は３５ｅｑ／ｔ、Ｄ硬度は４０であった。
Ａ２：
　特開平９－５９４９１号公報に記載の方法により、テレフタル酸／１，４－ブタンジオ
ール／ポリオキシテトラメチレングリコール（ＰＴＭＧ；数平均分子量１５００）が１０
０／８８／１２モル％の熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ２）を製造した。
　このポリエステルエラストマ（Ａ２）の融点は１９７℃、還元粘度は１．８６ｄｌ／ｇ
、酸価は３８ｅｑ／ｔ、Ｄ硬度は４６であった。
Ａ３：
　特開平９－５９４９１号公報に記載の方法により、テレフタル酸／１，４－ブタンジオ
ール／ポリオキシテトラメチレングリコール（ＰＴＭＧ；数平均分子量２０００）が１０
０／７５／２５モル％の熱可塑性ポリエステルエラストマ（Ａ３）を製造した。
　このポリエステルエラストマ（Ａ３）の融点は１７０℃、還元粘度は２．２０ｄｌ／ｇ
、酸価は３１ｅｑ／ｔ、Ｄ硬度は３１であった。
【００５５】
［グリシジル基含有スチレン系ポリマー（Ｂ）］
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Ｂ１：
　グリシジル基含有スチレンアクリル系ポリマー　ＡＲＵＦＯＮ　ＵＧ－４０７０（東亜
合成（株）社製、Ｍｗ：９７００、エポキシ価１．４ｍｅｑ／ｇ）
Ｂ２：
　グリシジル基含有スチレンアクリル系ポリマー　ＡＲＵＦＯＮ　ＵＧ－４０５０（東亜
合成（株）社製、Ｍｗ：８５００、エポキシ価０．６７ｍｅｑ／ｇ）
［その他の増粘剤］
Ｂ３：
　Ｎ置換トリイソシアヌレート　ＴＥＰＩＣ－Ｓ（日産化学社製）
Ｂ４：
　カルボジイミド化合物　カルボジライトＬＡ－１（日清紡社製）
【００５６】
［有機カルボン酸アルカリ金属塩（Ｃ）］
Ｃ１：
　ステアリン酸ナトリウム（日本油脂（株）社製、融点２３０℃）
Ｃ２：
　カプリル酸ナトリウム（日東化成工業（株）社製　ＣａｐＮａ、融点２２０℃）
［無機結晶核剤（Ｄ）］
Ｄ１：
　タルク（林化成社製　ＫＣＭ７５００、粒径５．８μｍ）
【００５７】
［その他添加剤］
離型剤：
　リコワックスＥ（クラリアント社製）
芳香族アミン系酸化防止剤：
　ノンフレックスＤＣＤ（大内新興化学社製）
フェノール系酸化防止剤：
　Ｉｒｇａｎｏｘ１０１０（ＢＡＳＦ社製）
フェノール系酸化防止剤：
　Ｉｒｇａｎｏｘ１０９８（ＢＡＳＦ社製）
【００５８】
実施例１～８、比較例１～９
　二軸スクリュー式押出機を用い、上記熱可塑性ポリエステルエラストマ１００質量部に
対して、各種添加剤を表１に記載の比率（質量比率）で、２４０℃で溶融混練した後、ペ
レット化した。このポリエステルエラストマ樹脂組成物のペレットを用いて、下記の評価
を行った。結果を表１に示す。
【００５９】
［メルトフローレート］
　ＪＩＳ　Ｋ７２１０記載の試験法（Ａ法）に準拠し、測定温度２３０℃、荷重２１６０
ｇでのメルトフローレート（ＭＦＲ：ｇ／１０ｍｉｎ）を測定した。測定には水分率０．
１質量％以下の組成物を用いた。
【００６０】
　［屈曲疲労性試験］
　デマッチャ屈曲き裂試験機ＢＥ－１０２（テスター産業株式会社製）を用い、以下の所
定の試験片について、１２０℃の雰囲気下で、チャック間を７５ｍｍと１９ｍｍにする繰
り返し屈曲を３００回／分の速度で実施し、破断に至るまでの回数にて耐屈曲疲労性を評
価した。試験片は、シリンダー温度２４０℃、金型温度５０℃にて作製した射出成形品（
幅２０ｍｍ、長さ１００ｍｍ、厚さ３．６ｍｍ、ヒンジ部Ｒ２．４）を用いた。
　耐屈曲疲労性の評価については、以下の基準で示した。
　　破断までの屈曲回数５００万回以上の場合は「◎」
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　　破断までの屈曲回数５００万回未満３００万回以上の場合は「○」
　　破断までの屈曲回数３００万回未満１００万回以上の場合は「△」
　　破断までの屈曲回数１００万回未満の場合は「×」
【００６１】
［ブロー成形性の評価］
　ダイレクトブロー成型機（単軸押出し機：Ｌ／Ｄ＝２５、フルフライトスクリュー、ス
クリュー径６５ｍｍ）のシリンダ温度を１８０～２３０℃に設定し、ダイレクトブロー成
型ボトルを製造した。シリンダ先端には、パリソン形成用ダイリップを取り付け、金型内
でブローエアーを封入し、ボトルを成形した。このときの、パリソン保持状態、製品寸法
から評価した。
　　○：ドローダウン非常に小さく、形状保持している
　　△：ドローダウン大きく、形状崩れ気味だがなんとかブローできる
　　×：ドローダウン大きく、形状が崩れブローできない
【００６２】
［ゲル化物の評価］
　上記のブロー成形機による得られたボトル成形品のゲル化物の有無を目視にて観察した
。
　　○：ゲル化物が全く認められない。
　　△：ゲル化物が微かに認められる。
　　×：ゲル化物が顕著に認められる。
【００６３】
［成形品内面状態の評価］
　上記のブロー成形機による得られたボトル成形品の内面平滑性を目視にて評価した。
　　○：内面が平滑であり、荒れが認められない。
　　△：やや内面に荒れが認められる。
　　×：内面の荒れが顕著に認められる。
【００６４】
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【表１】

【産業上の利用可能性】
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【００６５】
　本発明のポリエステルエラストマ樹脂組成物はゲル化物が少なく、成形品内面が平滑な
外観の優れたブロー成形品を得ることができる。高い溶融粘度でありながら、結晶化速度
の低下が抑制できるため、ブロー成形時の成形加工性に優れさらには高温環境下での耐屈
曲疲労性にすぐれたブロー成形品を得ることができる。
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